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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】機能性組成物のコーティングを有する水溶性フィルムの形態の機能化基材の製造
方法を提供する。
【解決手段】フィルムの少なくとも片面に１以上の機能性材料を含む水溶液を適用して、
該コーティングが、少なくとも５ｇ／ｍ２の量であり、該非コーティングフィルムの少な
くとも３０重量％の積載であり、好ましくは該フィルムの弾性特性が、相対湿度４０％お
よび２０℃で測定して、該非コーティングフィルムの弾性特性の約４０％以内でコーティ
ングを形成することを含み、該コーティングが複数の層から段階的に形成され、および／
または前記水溶液がフィルム不溶化剤を含む方法。
【選択図】なし
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　１または２以上の機能性材料を含む機能性組成物のコーティングを有する水溶性フィル
ム形態の機能化基材において、該コーティングが、少なくとも５ｇ／ｍ２の量であり、該
非コーティングフィルムの少なくとも３０重量％の積載であり、好ましくは該フィルムの
弾性特性が、相対湿度４０％および２０℃で測定して、該非コーティングフィルムの弾性
特性の約４０％以内であることを特徴とする、機能化基材。
【請求項２】
　前記機能性組成物が、洗浄活性物質、バリア剤、溶解度変性剤、およびこれらの混合物
から成る群から選択される１または２以上の機能性材料を含む、請求項１に記載の機能化
基材。
【請求項３】
　前記機能性材料が漂白剤である、請求項１に記載の機能化基材。
【請求項４】
　さらに審美的薬剤を含む、請求項１～３のいずれか一項に記載の機能化基材。
【請求項５】
　請求項１～４のいずれか一項に記載の機能化基材を含む、洗浄製品。
【請求項６】
　前記機能化基材が、約０．２～約１００ｍｍの最大長さ寸法を有する断片の形態からな
る、請求項５に記載の洗浄製品。
【請求項７】
　包装材料と該包装材料に含有される洗浄組成物とを含み、該包装材料が、請求項１～４
のいずれか一項に記載の前記機能化基材を含んでなる、１回用量形態の洗浄製品。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、機能化基材、特に、機能性組成物のコーティングを有する水溶性フィルムの
形態の機能化基材の製造方法に関する。また本発明は、機能化基材、および洗浄製品にお
けるそれらの使用に関する。
【背景技術】
【０００２】
　多成分製品、特に洗浄製品の世界において、配合者は、異なる成分間の不相溶性、所定
量の成分の供給必要性、異なる成分の順次の放出等を包含する一連の課題に直面する。
【０００３】
　これらの課題のいくつかが、これまでに取り組まれてきたが、上記の問題を克服した製
品の設計は、通常、扱いにくい方法および複雑な製品を包含する。例えば、文献は、成分
不相溶性および順次の放出の問題に対する様々な解決を示す。米国特許第５，１３３，８
９２号は、外層、障壁層、および内層を含有する多層錠剤型洗剤を開示している。錠剤は
、外層に含有される成分および内層に含有される成分を順次に放出する。外層成分の放出
と内層成分の放出との間の時間間隔は、障壁層の成分、および内層と障壁層と外層との相
対厚さにおける特定の選択により、調節される。錠剤は、酵素と塩素漂白剤のような不相
溶な成分の溶解を時間的に分離することができる。また、錠剤が食器洗浄組成物およびす
すぎ補助剤組成物を順次に放出して、洗浄がすすぎ補助剤の放出前に達成されるようにす
る。この多層錠剤は、複雑な製造方法を必要とするだけでなく、多数の非活性成分、すな
わち、障壁層に使用される成分のような洗浄方法に貢献しない成分の使用を必要とする。
【０００４】
　水溶性パウチ、サッシェ、およびカプセルの形態の洗浄製品は、より広く利用できるよ
うになってきている。また成分の分離は、ＰＣＴ国際公開特許ＷＯ０２／４２，４０１に
記載されているもののような多区画パウチを用いても、達成され得る。ＰＣＴ国際公開特
許ＷＯ０２／４２，４０１は、異なる区画内に異なる組成物を含む二区画パウチを記載し
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ている。
【０００５】
　それらの取り扱い特性を改善するための水溶性フィルムの変形（modification）は、文
献において既知である。ＥＰ４７９，４０４は、ベースフィルム材（例えばニトロセルロ
ース）よりも水溶性が低い第二のプラスチック材の不連続な、少なくとも部分的に、非微
粒子層を片面または両面上に有する、連続水溶性ベースフィルムを含む複合包装フィルム
に関する。複合フィルムは、非水性溶液からの第二材料をベースフィルム上に適用し、不
連続模様を形成することにより、製造される。不連続層は、印刷により適用されてもよい
。
【０００６】
　ＰＣＴ国際公開特許ＷＯ０１／２３，４６０は、その表面上に非水溶性材料を有する水
溶性フィルムに関し、ここで、非水溶性材料は、フィルムの０．１～８０重量％の量で、
平均粒子直径５００μｍ未満を有する粒子の形態、または長さ１０μｍ～６ｍｍを有する
繊維の形態で、使用される。フィルムは、保存安定性が高く、触った時の感触が良い。水
不溶性材料は、結合剤により、水溶性フィルムへ固定されてもよい。水不溶性材料および
結合剤は、有機溶媒に分散または溶解した水溶性材料に供給される。
【０００７】
　ＰＣＴ国際公開特許ＷＯ０３／０３１６３７は、そこに埋め込まれた／閉じ込められた
活性物質を有するリバーシブル可撓性基材の製造方法を開示している。フィルム内に埋め
込まれる／閉じ込められることができる活性物質の量は、フィルム寸法により制限される
。多量の活性物質は、ＰＣＴ国際公開特許ＷＯ０３／０３１６３７の方法では得られない
と考えられる。
【０００８】
　欧州特許ＥＰ１，２７５，３６８号は、水溶性フィルムに低量の香料を添加するのに適
した香料含有組成物に関する。組成物は、シリコーン系界面活性剤を必要とする。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　フィルムの特性を変えずに、水溶性フィルム上に多量の活性物質を積載する方法の必要
性が残っている。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　本発明の第一の態様によれば、機能性組成物のコーティングを有する水溶性フィルムの
形態の基材の製造方法が提供される。本明細書において「機能性組成物」とは、フィルム
の溶解後に機能を果たすまたは効果を供給する１以上の材料を含む、あるいは審美的外見
以外のフィルムの物理的または化学的特性を変更する、組成物を意味する。例えば、イン
ク、装飾用染料、および顔料は、機能性材料と見なされない。
【００１１】
　本発明の方法は、多量の、特に、機能性材料がフィルムにエンボス加工されるまたは埋
め込まれる方法において得られる量よりも多い量の、１以上の機能性材料を積載するため
に好適である。コーティングは、好ましくは少なくとも約５、より好ましくは少なくとも
約１０、さらにより好ましくは少なくとも約５０、特に少なくとも約１００ｇ／ｍ２の量
である。積載は、好ましくは非コーティングフィルムの少なくとも約３０重量％、より好
ましくは少なくとも約５０重量％、さらにより好ましくは少なくとも約１００重量％、特
に少なくとも約２００重量％である。コーティングは、好ましくはコーティングの少なく
とも約３０重量％、より好ましくは少なくとも約６０重量％、特に少なくとも約７０重量
％の量の１以上の機能性材料を含む。
【００１２】
　本発明の方法に従って得られる基材は、フィルムの厚さが、積層することができる材料
の量を制限しないので、水中に多量の機能性材料を供給するための非常に有効な方法であ
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る。フィルムは、フレーバー、植物性食品（plant food）、柔軟化剤、クリスピング剤、
水／しみ忌避剤、清涼剤、静電気防止剤、抗菌剤、消毒剤、しわ抵抗剤、しわ解放剤、に
おい抵抗剤、悪臭制御剤、磨耗耐性剤、溶媒、昆虫／ペット忌避剤、湿潤剤、ＵＶ保護剤
、皮膚／布地コンディショニング剤、皮膚／布地育成剤（nurturing agents）、色保護剤
、シリコーン、防腐剤、布地収縮低減剤、およびこれらの組み合わせを包含する多種多様
の機能性材料を積層することができる。
【００１３】
　本方法は、水溶性フィルムの少なくとも片面に、１以上の機能性材料（単数または複数
）を含む水溶液を適用して、コーティングを形成すことを含み、コーティングが複数の層
から段階的に形成され、および／または水溶液がフィルム不溶化剤を含む方法。
【００１４】
　本明細書において「水溶液」とは、溶媒の大部分の割合が水である溶液を意味する。ま
た溶液は、少ない割合で他の溶媒を含むこともできる。好ましくは、溶液の水分含有量は
、溶液中に存在するあらゆる他の溶媒の量よりも、少なくとも約１０重量％、好ましくは
少なくとも約２０重量％、より好ましくは少なくとも約３０重量％、さらにより好ましく
は少なくとも約４０重量％多い。溶液の水分含有量は、好ましくは少なくとも約２０重量
％、より好ましくは少なくとも約３０重量％、さらにより好ましくは少なくとも約４０重
量％、特に少なくとも約６０重量％である。用語「溶液」は、本発明の目的のために広範
に解釈されるべきであり、例えば水および機能性材料を含むあらゆる混合物を包含する。
スラリーおよび分散物（液体／固体）、フォーム（液体－気体）およびエマルション（液
体／液体）は、溶液であると考えられる。
【００１５】
　本発明の方法の利点の１つは、高価で、取り扱いが難しく、それらに関連した環境的お
よび安全性での危険を有する有機溶媒の使用を必要としないことである。水溶液を使用し
て、水溶性、すなわち、水感応性のフィルムを扱う方法に直面する難問の１つは、フィル
ムが水の攻撃に影響されやすいということである。フィルムは、悪化し得り（すなわち、
ピンホールの形成、収縮、変形、目に見えるうね（ribs）、弛み、薄化（thinning-out）
等の形成）、フィルムが水溶液にさらされた後に、乾燥工程をできるだけ早く行なった後
でさえ、その当初の特性のいくつかは失われる。驚くべきことに、本発明の方法は、水溶
液を使用するときでさえ、水溶性フィルムの特性を実質的に変えず、水溶性フィルムの、
非コーティングフィルムに関する水分含有量を実質的に変化しないことが見出された。
【００１６】
　理論に束縛されるものではないが、水溶性フィルムの表面は、水溶液に部分的に溶解す
ると考えられている。一旦、水溶液からの水が除去されると、フィルムの表面は再固化し
、それにより機能性材料がフィルム上へ付着する。従って、本発明の方法の別の利点は、
コーティングが、結合剤または他の補助剤を使用せずに、フィルムに接着または固定され
得ることである。これは、費用を低減し、方法を簡略化する。
【００１７】
　コーティングが、複数（すなわち、２つ以上）の層から段階的な様式で形成される場合
、第一層（すなわち、フィルムに直接接触する層）は、比較的薄い、あるいは水溶液がフ
ィルム上に置かれるのと実質的に同時に乾燥する。第一層の厚さおよび／またはこの層の
乾燥速度を決定するために、試行錯誤が行なわれ得る。厚さ、乾燥速度、および該方法の
他のあらゆる変数は、フィルムの機械的一体性を維持するようにあるべきである。これは
、第一層が形成される前後にフィルムの弾性を測定することにより、試験できる。理想的
な相対湿度および温度条件下、例えば相対湿度４０％および２０℃で測定されるとき（好
ましくは、測定が行なわれる前に、フィルムは、これらの条件下に２４時間維持される）
、フィルムの弾性特性（引張り強度、伸張弾性率、および破断時の伸びの百分率）は、非
コーティングフィルムの約４０％以内、好ましくは約２０％以内、より好ましくは約１０
％以内であるべきである。
【００１８】
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　段階的な方法を使用すると、次の層が堆積される前に部分的または全体的に乾燥が起こ
り、その結果、すぐにフィルムが非常に多量の水に曝露されることから回避される。水溶
液が含み得る水の量には制限がないことが好ましい。第一層は、水溶性フィルムの続く層
との相互作用から保護する。多量を一度に適用するのとは対照的に、水溶性フィルム上に
水溶液の複数の薄い層を適用することによる更なる効果は、乾燥工程が、穏やかな乾燥条
件下、すなわち短期間のオーブン、少ない空気流、より低い温度、より簡潔な方法（例え
ば、熱空気ｖｓ．ＩＲ）で達成され得ることで、より経済的である。さらに、穏やかな乾
燥条件は、工程を、該酵素、香料、生物活性物質（例えば、タンパク質、触媒、およびビ
タミン）等の感熱成分に好適なものにする。
【００１９】
　機能性材料（単数または複数）を含むコーティングは、フィルム不溶化剤、すなわち本
方法において使用される量で水溶液に存在するフィルムの溶解度を一時的に低減する剤を
含む溶液から、形成され得る。しかし、機能化フィルムは、水に浸されると、溶解性にと
どまる。水溶性フィルムは、より水の攻撃を受け難い（なお水溶液で濡れているので、機
能性材料（単数または複数）は堆積され得るが、フィルムは可溶化されないか、またはフ
ィルム膨潤および物理的特性の変更を引き起こす深さに水を吸収しない）。これにより、
より厚い厚さの層の使用が可能になり、その結果として、必要な層の数を減らすことがで
きる。特定の用途において、必要な層の数は、僅か１にまで減る可能性がある。フィルム
不溶化剤は、水溶液が機能性材料を含む前に、または水溶液の一部として、適用され得る
。
【００２０】
　コーティングは、スプレー、ナイフ、ロッド、キス、スロット、ペイント、印刷、およ
びこれらの混合を包含するあらゆるコーティング工程により、フィルム上に適用できる。
印刷は、本明細書に用いるのに好ましい。印刷は、よく確立された経済的な方法である。
印刷は、通常インクおよび染料で行なわれ、模様と色を基材に付与するために使用される
が、本発明の場合には、印刷は、水溶性フィルム上に機能性材料（単数または複数）を堆
積するために使用される。あらゆる種類の印刷を使用することができ、輪転グラビア、石
版印刷、フレキソ印刷、ポーラスおよびスクリーン印刷、インクジェット印刷、凸版印刷
、タンポグラフィーおよびこれらの組み合わせが挙げられる。本明細書に用いるのに好ま
しいのは、フレキソ印刷である。フレキソ印刷装置は、他の印刷技術と比較して、比較的
安価であり、高速で運転される。フレキソ印刷の利点は、一般的な多印刷ステイションセ
ットアップであるので、複数の印刷が通常の装置にて１パスで達成できることである。フ
レキソ印刷の別の利点は、柔軟性がありインクジェット印刷よりも高粘度およびより広い
粒径範囲の印刷溶液を取り扱うことである。フレキソ印刷は、印刷溶液を所定の基材へ運
ぶために、可撓性が増し加えられたゴムまたはフォトポリマープレートを使用する印刷技
術である。本発明の工程において、可撓性プレートが、水溶液をフィルムへ運ぶ。溶液が
水系であるという事実は、プレートが膨潤になり印刷の正確さを損なうことが起こりえる
、プレートとの不相溶性を引き起こさない。
【００２１】
　好ましい実施形態において、本方法は、第二フィルムをコーティング上に堆積する工程
、および２つのフィルムを封じて積層体を形成する工程を含む。これらの実施形態は、コ
ーティングが、不相溶性問題のために周囲の環境から保護されるべきである機能性材料、
あるいは、ユーザーの皮膚に接触することを避けるために隔離されるべきである機能性材
料を含むとき、特に好適である。また第二フィルムは、機能性組成物のコーティングを含
むこともできる。共に封じられるフィルムの数は、機能化フィルムの用途により決定され
る。
【００２２】
　好ましい実施形態において、機能性材料（単数または複数）は、洗浄活性物質、バリア
剤、溶解度変性剤、およびこれらの混合物から成る群から選択される。
【００２３】
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　洗浄活性物質は、仕上げ工程、すなわちリンスを包含する洗浄プロセスにおいて、活性
的役割を果たす物質である。洗浄活性物質としては、界面活性剤（アニオン性、非イオン
性、カチオン性、および両性界面活性剤）、ビルダー（無機および有機研磨剤物質）、漂
白剤、漂白活性化剤、漂白安定剤、漂白剤触媒、酵素、特別なポリマー（例えば、補助ビ
ルダー特性（cobuilder properties）、汚れ再付着防止、仕上げ特性を有するポリマー）
、芳香剤（香料）のような物質が挙げられるが、該用語は、これらの物質群に限定されな
い。好ましい機能性材料は、洗浄活性物質である。洗浄活性物質は、好ましくはコーティ
ングの少なくとも約３０重量％、より好ましくは少なくとも約５０重量％、特に少なくと
も約７０重量％の量でコーティング中に存在する。本明細書に用いるのに好ましい洗浄活
性物質は、漂白剤、特に有機漂白剤である。
【００２４】
　バリア剤は、保護機能を果たす。例えば、それらは、不相溶の洗浄活性物質を、洗浄活
性物質または溶解度変性剤の一つから、外部環境から、フィルムを外的環境等から、相互
に保護することができる。またそれらは、フィルムおよび／または機能性材料の手触り感
触を変えることもできる。それらは、基材の手触りをより快適にすることができる。
【００２５】
　溶解度変性剤は、例えば、その溶解度を遅延するまたは促進することにより、あるいは
溶解度をｐＨ、温度、イオン強度、酸化還元電位等のような外的要因に依存させることに
より、フィルムおよび／または機能性材料の溶解度を変更する物質である。
【００２６】
　好ましい実施形態において、機能化基材は、さらに審美的薬剤を含む。審美的薬剤は、
装飾的な目的を有することができ、フィルム上の機能性材料の存在を示すことができる。
またそれは、機能性材料が放出されるとき、または製品が「耐用期間を終える」ときに、
色の変化、および／または図形、模様の出現／消失等を通して、知らせることができる。
【００２７】
　本明細書において非常に好ましい機能性材料は、洗浄活性物質、溶解度変性剤、および
これらの組み合わせであり、所望によりバリア剤を伴う。これらは、好ましくはコーティ
ングの少なくとも約３０重量％、より好ましくは少なくとも約５０重量％、特に少なくと
も約７０重量％の量でコーティング中に存在する。
【００２８】
　本発明の製品態様によれば、機能性組成物のコーティングを有する、水溶性フィルムの
形態の機能化基材が提供される。機能性組成物は、１以上の機能性材料（単数または複数
）を含む。コーティングは、少なくとも約５、好ましくは少なくとも約１０、より好まし
くは少なくとも約５０、特に約１００ｇ／ｍ２の量、および非コーティングフィルムの少
なくとも約３０重量％、好ましくは少なくとも約５０重量％、より好ましくは少なくとも
約１００重量％、特に少なくとも約２００重量％の積層である。好ましくは、機能化基材
は、本発明の方法に従って入手可能であるか、または得られる。
【００２９】
　前述したように、本発明の機能化基材は、多数の用途を有する。好ましい用途は、洗浄
の分野にある。機能化基材は、最大長さ寸法約０．２～約１００ｍｍ、好ましくは約０．
５～約５０ｍｍ、より好ましくは約１～約２０ｍｍを有する小さい切片の形状に切断また
は調製され、洗浄製品の一部を形成することができる。切片は、粉末、液体、およびゲル
組成物に添加することができる。機能化フィルムは、敏感な成分を保護するための、およ
び機能性材料の送達を制御するための非常に有効な方法である。さらなる保護を提供する
ために、機能性材料が切断片の端に露出する可能性がないように、切断作業は、機能性材
料適用作業で記録されることができる。機能化された切断片が、切断片の端に露出した機
能性材料と反応する可能性がある液体／ゲル形態の製品に導入されるとき、これは特に有
利である。
【００３０】
　機能化基材は、包装材料の一部としての、または、包装材料中に同封される内容物の一
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部としての、どちらにおいても、１回用量洗浄製品（例えば、パウチ、カプセル、および
サッシェ等）における使用に非常によく適している。好ましい実施形態において、包装材
料は、機能化基材の少なくとも一部で形成される。例えば、典型的に、単区画１回用量形
態は、包装材料の分離した底層および上層を有し、この実施形態に従うと、１つの層また
は両層は、本発明の機能化基材を含む、または本発明の機能化基材から成ることができる
。同じことは、包装材料の上層、底層、および／またはあらゆる中間層が、本発明の機能
化基材を含む、または本発明の機能化基材から成ることができる多区画１回用量形態にも
当てはまる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００３１】
　本発明は、機能性材料（単数または複数）を、好ましくは印刷により、水溶性フィルム
上に堆積することによる機能化基材の製造方法を考察する。また本発明は、機能化基材、
および本発明の基材を含む洗浄製品を考察する。本方法は、水溶液を使用して、水溶性フ
ィルムの特性を損なわずに、高負荷量の機能性材料（単数または複数）を堆積することが
可能である。
【００３２】
　方法
　本発明の機能化基材は、スプレー、ナイフ、ロッド、キス、スロット、ペイント、印刷
およびこれらの組み合わせを包含する好適なコーティング手段を使用して、機能性組成物
のコーティングを堆積することにより、作製できる。印刷、特にフレキソ印刷は、本明細
書に用いるのに好ましい。
【００３３】
　典型的なフレキソ印刷の順序においては、ロールからプレスへと水溶性フィルムが供給
される。フィルムが１以上のステイション、または印刷ユニットを通して引っ張られると
、機能性材料が印刷される。各印刷ユニットは、１以上の機能性材料を含む水溶液を印刷
できる。フレキソプレスにおける各印刷工程は、一連の４つのローラーまたはシリンダー
：ファンテンローラー、メーターまたはアニロックスローラー、フレキソまたは印刷シリ
ンダー、およびインプレッションシリンダーから成る。
【００３４】
　第一ローラー（ファンテンローラー）は、機能性材料（単数または複数）を含む水溶液
を、溶液パンから、第二ローラーであるメーターまたはアニロックスローラーへと移動す
る。水溶液をこすり落とすことが必要であるならば、ドクターブレードを使用してもよい
。アニロックスローラーは、印刷シリンダー上に水溶液を均一な厚さで計量する。その後
、基材は、第四ローラーである印刷シリンダーおよびインプレッションシリンダーの間を
移動する。あるフレキソグラフィック装置では、ファンテンローラーはなく、アニロック
スローラーが、ファンテンローラーおよびメーターローラーの両方として機能する。
【００３５】
　インプレッションシリンダーは、印刷シリンダーに圧力を加え、その結果、機能性材料
（単数または複数）をフィルム上に移動する。次の印刷ユニットへ行く前に、新しく形成
された層が乾燥され、残りの大部分の水を除去するように、印刷されたフィルムが、オー
バヘッドドライヤーに供給されることも可能である。その後、最終製品は、ロール上へ巻
き戻されるか、またはカッターを通じて供給される。
【００３６】
　本方法は、水溶性材料、水不溶性材料、およびこれらの混合物を堆積するのに好適であ
る。水不溶性材料の場合には、材料（単数または複数）の沈殿を避けるために、水溶液が
溶液パン内で攪拌され続けることが好ましい。同様に、不溶性材料の水中への懸濁を促進
するために、構造剤または増粘剤を使用することも好ましい。１超過の機能性材料を含む
水溶液を使用することにより、または異なる印刷工程において異なる材料を含む水溶液を
使用することにより、コーティングは、複数個の機能性材料を含むことができる。
【００３７】
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　水溶液を移動して磨耗（wear）を低減するとき、ファンテンローラーは、アニロックス
ローラーに接触しない。ファンテンローラーは、シリコーンコーティングされた柔らかい
ジュロ硬度ゴムで作製されることが好ましい。柔軟性は、ファンテンローラーが可能な限
りの最も多くの水溶液を集めることを許容する。ファンテンローラーは、ミッド・アメリ
カン・ラバー（Mid American Rubber）から市販されている。
【００３８】
　ドクターブレードは、アニロックスローラーの表面上において水溶液を一定の厚さに測
るために用いられることが好ましい。ドクターブレードは、ＢＴＧ，ノークロス（Norcro
ss）ＧＡにより供給されるもののようなセラミックコーティング金属ブレードであること
が好ましい。
【００３９】
　アニロックスローラーは、互いに隣り合ったパターンで配列し、ローラーの表面全体を
被覆する、多数の微視的なセルを包含する。これらのセルは、水溶液を保持する。典型的
にセルは、蜂の巣状形状または「トリヘリカル（tri-helical）」パターンのどちらかを
有する。セルは、ローラーの長手方向軸線に対し傾斜した向きで走行する列状に配向する
ことができる（そのため、より大きいサイズのセルの列が、ローラー周辺でねじ山を形成
するように見える）。典型的な角度は、３０度、４５度、および６０度である。伝統的な
印刷では、異なる色のインクが、異なる角度に向いたセルにより、典型的に印刷される。
【００４０】
　アニロックスローラーの粗さは、どのぐらい多くの溶液がフィルムへ移動するかを決定
する。プレート（移動）上の空のセルと比較して、アニロックスセルの容積が向上すると
（例えば、６０～１００ｂｃｍ、これはビリオンパーツ・オブ・キューブミクロンを表す
）、プレート上に、その後基材上に、移動する水溶液の容量は、向上する。
【００４１】
　アニロックスローラーは、ステンレス鋼で作製されることが多い。しかし、酸性および
腐食性材料（例えば、有機過酸化物特に過酸化ジベンゾイル）の印刷のようなある用途に
おいては、ローラーは、ステンレス鋼ローラーの腐食を防止するために、セラミックコー
ティングを有するべきである。アニロックスローラーは、ハーパー・コーポレーション・
オブ・アメリカ（Harper Corporation of America）およびインターフレックス（Interfl
ex）から市販されている。
【００４２】
　フレキソグラフィックローラーは、可撓性の模様付きロールである。可撓性プレート材
料は、ジュロ硬度５０、厚さ０．１７ｃｍ（０．０６７インチ）の材料であることができ
る。
【００４３】
　フレキソ印刷として使用できる他のプレートとしては、米国特許第５，４５８，５９０
号の第４欄３０～４５行で特定されたものが挙げられる。
【００４４】
　水溶液の堆積前にまたは水溶液の堆積と関連して、ミクロ（裸眼で見えない）またはマ
クロ（見える）変形が、所与のパターンに作られるように、水溶性フィルムは、彫り込み
またはエンボス加工され得る。これは、特に、接触する２つの彫り込みまたはエンボス加
工フィルムにより作られる空面積のおかげで、機能性材料が２つの積層フィルム間に「サ
ンドイッチされた」とき、より多い容積の機能性材料が堆積することを可能にする。比較
的大きい穴は、両方のフィルム上に型押しされ、水溶液が、それらが共に積層される前に
両方のフィルム表面に適用され得る。２つのフィルム間に存在する機能性材料（単数また
は複数）の量はより多くなり、それは２つの穴が共に接合することにより作られる空間に
よる。フレキソグラフィック装置において使用できるエンボス加工プレートは、トリニテ
ィ・グラフィック・ＵＳＡ（Trinity Graphic USA）（フロリダ州）から供給される。よ
り多くの機能性材料をフィルム上に保持するための別の方法は、ミクロ細胞のモルホロジ
ー（小さいセル）をフィルム上に形成するプライマーを事前に適用することである。これ
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らのプライマーは、コーティングおよび印刷方法を通じて適用され得るポリウレタン系に
基づくミクロ細胞のコーティングであり、クロンプトン社（Crompton Corporation）（コ
ネチカット州）から供給される。マクロ変形は、フィルムを一連の噛み合うリングロール
にかけることにより、あるいは、フレキソグラフィックプレートを掘り込むことにより、
達成され得る。ミクロ変形は、ミクロパターンでロールを彫り込むことにより、あるいは
、突き出た形状（例えば、中空管（hallow tubes））を有する水力形成フィルムを使用す
ることにより、形成され得る。毛管力の結果、突き出た中空形体は、液体またはスラリー
形状であるとき、更なる機能性材料（単数または複数）を保持することができる。
【００４５】
　構造剤の存在が、機能性材料の懸濁を助けるので、特に、機能性材料が水溶液に不溶で
ある場合、構造剤を水溶液に添加することが好ましい。本明細書に用いるのに好ましいの
は、ポリアクリレートおよびその誘導体；多糖類およびその誘導体；ポリマーゴム類並び
にこれらの組み合わせから成る群から選択される高分子構造剤である。ポリアクリレート
型構造剤は、特にポリアクリレートポリマーおよびアクリレートとメタクリレートのコポ
リマーを含む。好適なポリアクリレート型構造剤の例は、Ｂ・Ｆ・グッドリッジ・カンパ
ニー（B.F.Goodridge Company）から入手可能なカーボポール・アクア（Carbopol Aqua）
３０である。
【００４６】
　本明細書の構造剤として使用されてよい高分子ガムの例は、海生植物、陸生植物、微生
物多糖類および多糖類誘導体として特徴付けることができる。海生植物ガムの例としては
、寒天、アルギネート、カラギーナン、およびファーセレランが挙げられる。
【００４７】
　陸生植物ガムの例としては、グアーガム、アラビアゴム、トラガカントゴム、カラヤゴ
ム、イナゴマメゴム、およびペクチンが挙げられる。微生物多糖類の例としては、デキス
トラン、ジェランガム、ラムサンガム、ウェランガム、およびキサンタンガムが挙げられ
る。多糖類誘導体の例としては、カルボキシメチルセルロース、メチルヒドロキシプロピ
ルセルロース、ヒドロキシプロピルセルロース、ヒドロキシエチルセルロース、アルギン
酸プロピレングリコール、およびヒドロキシプロピルグアーが挙げられる。第二の構造剤
は、上記の列挙またはそれらの組み合わせから選択されることが好ましい。好ましい高分
子ガムとしては、ペクチン、アルギネート、アラビノガラクタン（アラビアゴム）、カラ
ギーナン、ジェランガム、キサンタンガムおよびグアーガムが挙げられる。
【００４８】
　高分子ガム構造剤が本明細書で利用される場合、この種類の好ましい物質はジェランガ
ムである。
【００４９】
　ジェランガムは、グルコース、グルクロン酸（glucurronic acid）、グルコースおよび
ラムロース残基を含有する四糖類繰返し単位であり、シュードモナスロディア（Pseudomo
naselodea）ＡＴＣＣ３１４６１の発酵によって調製される。ジェランガムは、ＣＰケル
コＵ．Ｓ．社（CP Kelco U.S.,Inc.）によってケルコゲル（KELCOGEL）の商標名で市販さ
れている。
【００５０】
　水溶液は、好ましくは水溶液の約０．１～約２０重量％、より好ましくは約１～約１０
重量％の構造剤を含む。
【００５１】
　本明細書に用いるのに最も好ましい構造剤は、ポリビニルアルコール（ＰＶＡ）である
。ＰＶＡは、水溶液に正しい粘度を与えて高負荷量を達成するだけでなく、結合剤として
も機能して、フレークなしの非常に強いコーティングを作製するコーティングの連続層を
積層する。水溶液中のＰＶＡの量は、好ましくは水溶液の約０．５～約２０重量％、より
好ましくは約１～約１０重量％、特に約２～約５重量％である。
【００５２】
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　水溶性フィルム
　水溶性フィルムは、高分子材料で作製されており、本明細書において後に述べる最大孔
径２０μｍのガラスフィルターを使用する方法により測定して、水溶解度が少なくとも５
０％、好ましくは少なくとも７５％、またはさらに少なくとも９５％であるフィルムであ
る。
【００５３】
　５０グラム±０．１グラムのフィルム材料を、あらかじめ秤量した４００ｍＬビーカー
に添加して、２４５ｍＬ±１ｍＬの蒸留水を添加する。これを、６２．８ｒａｄ／ｓ（６
００ｒｐｍ）に設定された磁性攪拌器で３０分間激しく攪拌する。その後、混合物を、上
記で定義した孔径（最大２０ミクロン）の折り重ねた定性的な焼結ガラスフィルターで濾
過する。回収した濾液からいずれかの従来法によって水を乾燥させ、残った材料の重量を
測定する（これが溶解または分散画分である）。その後、溶解度％または分散度％を計算
することができる。
【００５４】
　好ましい高分子材料は、フィルムまたはシートへと成形されるポリマー材料である。フ
ィルムは、例えば、当該技術分野において公知のように、高分子材料のキャスティング、
吹込成形、押出成形、またはインフレーションによって得ることができる。
【００５５】
　フィルム材料としての使用に適した好ましいポリマー、コポリマーまたはそれらの誘導
体は、ポリビニルアルコール、ポリビニルピロリドン、ポリアルキレンオキシド、アクリ
ルアミド、アクリル酸、セルロース、セルロースエーテル、セルロースエステル、セルロ
ースアミド、ポリビニルアセテート、ポリカルボン酸およびその塩、ポリアミノ酸または
ペプチド、ポリアミド、ポリアクリルアミド、マレイン酸／アクリル酸のコポリマー、デ
ンプンおよびゼラチンを含む多糖類、キサンタンおよびカラゴムなどの天然ゴム類から選
択される。より好ましいポリマーは、ポリアクリレートおよび水溶性アクリレートコポリ
マー、メチルセルロース、カルボキシメチルセルロースナトリウム、デキストリン、エチ
ルセルロース、ヒドロキシエチルセルロース、ヒドロキシプロピルメチルセルロース、マ
ルトデキストリン、ポリメタクリレートから選択され、最も好ましくは、ポリビニルアル
コール、ポリビニルアルコールコポリマーおよびヒドロキシプロピルメチルセルロース（
ＨＰＭＣ）、並びにこれらの組み合わせから選択される。フィルムにおけるポリマーの濃
度は、例えば、ＰＶＡポリマーでは少なくとも６０％であることが好ましい。
【００５６】
　複数のポリマーの混合物も使用できる。これは、フィルムの適用および必須要件に応じ
て、フィルムの機械的特性および／または溶解特性の制御において、特に有益である可能
性がある。異なる重量平均分子量を有するポリマーの混合物、例えば、１０，０００～４
０，０００、好ましくはおよそ２０，０００の重量平均分子量のＰＶＡまたはそのコポリ
マーと、約１００，０００～３００，０００、好ましくはおよそ１５０，０００の重量平
均分子量のＰＶＡまたはそのコポリマーとの混合物を使用するのが好ましいことがあり得
る。
【００５７】
　また、材料が水分散性または水溶性でなければならない場合、例えば、典型的には１～
３５重量％のポリラクチドとおよそ６５～９９重量％のポリビニルアルコールを含むポリ
ラクチドとポリビニルアルコールの混合によって達成される、ポリラクチドとポリビニル
アルコールのような加水分解的に分解できる水溶性のポリマーブレンドを含むポリマーブ
レンド組成物も有用である。フィルムに存在するＰＶＡは、材料の溶解度を改善するため
に６０％から９８％、好ましくは８０％から９０％加水分解されていることが好ましいこ
ともある。
【００５８】
　典型的に、水溶性フィルムは、約２５ｇ／ｍ２～約１５０ｇ／ｍ２、好ましくは約５０
ｇ／ｍ２～約１００ｇ／ｍ２の坪量、および約０．０２５ｍｍ～約０．１６０ｍｍ、好ま



(11) JP 2012-162081 A 2012.8.30

10

20

30

40

50

しくは約０．０６０ｍｍ～約０．１３０ｍｍのキャリパーを有する。
【００５９】
　最も好ましい水溶性フィルムは、クリス－クラフト・インダストリアル・プロダクツ（
Chris-Craft Industrial Products）（米国インディアナ州ガリー（Gary））によって販
売されるような商品名モノゾル（Monosol）Ｍ８６３０として知られるＰＶＡフィルム、
および対応する溶解度および変形特性を有するＰＶＡフィルムである。本明細書で使用す
るのに好適な他のフィルムとしては、アイセロ社（Aicello）により供給される商品照会
名ＰＴフィルムまたはＫ－シリーズとして知られるフィルム、あるいはクラレ社（Kurara
y）により供給されるＶＦ－ＨＰフィルムとして知られるフィルムが挙げられる。
【００６０】
　本明細書の水溶性フィルムは、ポリマーまたはポリマー材料および水以外の、他の添加
成分を含んでもよい。例えば、グリセロール、エチレングリコール、ジエチレングリコー
ル、プロピレングリコール、ソルビトール、およびこれらの混合物などの可塑剤を添加す
ることが有益であり得る。グリセロールは、好ましい可塑剤である。他の有用な添加物と
しては、崩壊助剤が挙げられる。
【００６１】
　フィルム不溶化剤
　本明細書において用いるのに好ましい不溶化剤は、塩である。塩は、有機または無機電
解質を包含してもよい。好適な塩としては、次の群から選択されるカチオンまたはカチオ
ン混合物：アルミニウム、アンモニウム、アンチモン、バリウム、ビスマス、カドミウム
、カルシウム、セシウム、銅、鉄、リチウム、マグネシウム、ニッケル、カリウム、ルビ
ジウム、銀、ナトリウム、ストロンチウム、亜鉛、およびジルコニウム；並びに次の群か
ら選択されるアニオンまたはアニオン混合物：酢酸塩、硫酸アルミニウム、アジ化物、重
炭酸塩、亜硫酸水素塩、ボロヒドリド、ボロオキサラート（borooxalate）、臭素酸塩、
臭化物、炭酸塩、塩化物、亜塩素酸塩、クロム酸塩、シアン酸塩、シアン化物、重クロム
酸塩、二ケイ酸塩、ジチオン酸塩、フェリシアン化物、フェロシアン酸塩、フェロシアン
化物、フッ化物、フルオロアンチモン酸塩、フルオロホウ酸塩、フルオロリン酸塩、フル
オロスルホン酸塩、フルオロケイ酸塩、炭酸水素塩、硫酸水素塩、亜硫酸水素塩、シアン
化水素、リン酸水素塩、硫酸水素塩、亜硫酸水素塩、水酸化物、ヒドロキソスズ酸塩（hy
droxostannate）、次亜塩素酸塩、次亜硝酸塩、次亜リン酸塩、ヨウ素酸塩、ヨウ化物、
マンガン酸塩、メタ－アルミン酸塩、メタホウ酸塩、メタ過ヨウ素酸塩、メタケイ酸塩、
混合ハロゲン化物、モリブデン酸塩、硝酸塩、亜硝酸塩、オルトリン酸塩、オルト亜リン
酸塩、オルトケイ酸塩、シュウ酸塩、オキザラートフェラート、酸化物、過ホウ酸塩、過
塩素酸塩、過マンガン酸塩、過酸化物、ペルオキシ二硫酸塩、リン酸塩、ポリ臭化物、ポ
リ塩化物、ポリフッ化物、ポリヨウ化物、ポリリン酸塩、ポリ硫化物、ピロ硫酸塩、ピロ
亜硫酸塩、セスキ炭酸塩、ケイ酸塩、スズ酸塩、スルファミン酸塩、硫酸塩、硫化物、亜
硫酸塩、チオシアン酸塩（thiocyanaate）またはチオ硫酸塩；を包含してもよい。
【００６２】
　他の好適な塩としては、置換アンモニウムイオン、Ｒ４Ｎ（Ｒ＝水素またはＣ１～６ア
ルキル、置換または非置換である）のようなカチオンが挙げられる。アニオンの他の好適
な種類としては、カルボン酸塩、ギ酸塩、クエン酸塩、マレイン酸塩、酒石酸塩などが挙
げられる。好適な塩は、Ｃ１～９アルキルカルボン酸；高分子カルボン酸塩（ポリアクリ
ル酸塩、ポリマレイン酸塩）；短鎖（Ｃ１～９）アルキルリン酸塩、アルキルホスホン酸
塩；および短鎖（Ｃ１～９）アルキル硫酸塩およびアルキルスルホン酸塩を含んでもよい
。
【００６３】
　フィルム不溶化剤は、好ましくは水溶液の約０．５～約１０重量％、より好ましくは約
１～約５重量％の量で使用される。フィルム不溶化剤は、硫酸ナトリウム、クエン酸ナト
リウム、トリポリリン酸ナトリウム、クエン酸カリウム、およびこれらの混合物から成る
群から選択される塩であることが好ましい。
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【００６４】
　洗浄活性物質
　本発明の機能化基材および／または洗浄製品において、いずれかの伝統的な洗浄成分を
使用することができる。
【００６５】
　漂白剤
　無機および有機漂白剤は、本明細書において用いるのに適した洗浄活性物質である。無
機漂白剤は、過ホウ酸塩、過炭酸塩、過リン酸塩、過硫酸塩、および過ケイ酸塩のような
過水和物塩を包含する。無機過水和物塩は通常アルカリ金属塩である。無機過水和物塩は
、追加の保護なしで、結晶性固体として包含されてもよい。或いは、塩は、水溶性フィル
ム上に堆積される前に、コーティングされ得る。
【００６６】
　アルカリ金属過炭酸塩、特に過炭酸ナトリウムは、本発明の製品へ包含するのに好まし
い過水和物である。過炭酸は、製品内安定性を備えるコーティングされた形態で製品に組
み込まれることが最も好ましい。製品安定性を備える好適なコーティング材料は、水溶性
アルカリ金属硫酸塩および炭酸塩の混合塩を含む。こうしたコーティングは、コーティン
グ方法と共に、英国特許ＧＢ－１，４６６，７９９号に先立って記載されている。混合塩
コーティング材料と過炭酸の重量比は、１：２００～１：４、より好ましくは１：９９～
１９、最も好ましくは１：４９～１：１９の範囲内にある。混合塩は、一般式Ｎａ２Ｓ０
４．ｎ．Ｎａ２ＣＯ３を有する硫酸ナトリウムおよび炭酸ナトリウムのものであることが
好ましく、ｎは０．１～３、好ましくはｎは０．３～１．０、最も好ましくはｎは０．２
～０．５である。
【００６７】
　製品安定性を備える別の好適なコーティング材料は、Ｓｉ０２：Ｎａ２０比が１．８：
１～３．０：１、好ましくはＬ８：１～２．４：１であるケイ酸ナトリウム、および／ま
たはメタケイ酸ナトリウムを含み、好ましくはＳｉ０２が無機過水和物塩の２重量％～１
０重量％、（通常、３重量％～５重量％）の量で適用される。またケイ酸マグネシウムは
、コーティングに包含されることもできる。ケイ酸塩およびホウ酸塩またはホウ酸あるい
は他の無機物を含有するコーティングもまた好適である。
【００６８】
　ワックス、油、脂肪石鹸を含有する他のコーティングもまた、本発明において有利に使
用されることができる。
【００６９】
　ペルオキシモノ過硫酸カリウムは、本明細書において有用な別の無機過水和物塩である
。
【００７０】
　典型的な有機漂白剤は、ジアシルおよびテトラアシルペルオキシド、特にジペルオキシ
ドデカンジオン酸、ジペルオキシテトラデカンジオン酸、およびジペルオキシヘキサデカ
ンジオン酸を包含する有機ペルオキシ酸である。過酸化ジベンゾイルは、本明細書におい
て好ましい有機ペルオキシ酸である。また、モノ－およびジペルアゼライン酸、モノ－お
よびジペルブラシル酸、並びにＮ－フタロイルアミノペルオキシカプロン酸も、本明細書
での使用に適している。
【００７１】
　好ましくは、ジアシルペルオキシド、特にジベンゾイルペルオキシドは、約０．１～約
１００μｍ、好ましくは約０．５～約３０μｍ、より好ましくは約１～約１０μｍの重量
平均直径を有する粒子の形態で存在すべきである。好ましくは少なくとも約２５％、より
好ましくは少なくとも約５０％、さらにより好ましくは少なくとも約７５％、最も好まし
くは少なくとも約９０％の粒子は、１０μｍより小さい、好ましくは６μｍより小さい。
また、自動食器洗浄機での使用中に、上記の粒径範囲内のジアシルペルオキシドは、より
大きいジアシルペルオキシド粒子よりも、特にプラスチック食器からの、より良好な染み
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除去を提供する一方で、望ましくない堆積および被膜形成を最小限にすることが見い出さ
れた。従って、好ましいジアシルペルオキシドの粒径によって、配合者は低濃度のジアシ
ルペルオキシドと共に良好な染み除去を達成することができ、それによって堆積や被膜形
成が軽減される。逆に、ジアシルペルオキシドの粒径が増すにつれて、良好な染み除去に
は、さらに多くのジアシルペルオキシドが必要となり、食器洗浄工程の間に関わる表面へ
の堆積を増やすことになる。
【００７２】
　さらなる典型的な有機漂白剤としては、ペルオキシ酸が挙げられ、特定の例は、アルキ
ルペルオキシ酸およびアリールペルオキシ酸である。好ましい代表例は、（ａ）アルキル
ペルオキシ安息香酸のようなペルオキシ安息香酸およびその環置換誘導体、またペルオキ
シ－α－ナフトエ酸およびマグネシウムモノペルフタレート（ｂ）ペルオキシラウリン酸
、ペルオキシステアリン酸、ε－フタルイミドペルオキシカプロン酸［フタロイミノペル
オキシへキサン酸（ＰＡＰ）］、ｏ－カルボキシベンズアミドペルオキシカプロン酸、Ｎ
－ノネニルアミドペルアジピン酸、およびＮ－ノネニルアミドペルサクシネートのような
脂肪族または置換脂肪族ペルオキシ酸、および（ｃ）１，１２－ジペルオキシカルボン酸
、１，９－ジペルオキシアゼライン酸、ジペルオキシセバシン酸、ジペルオキシブラシル
酸、ジペルオキシフタル酸、２－デシルジペルオキシブタン－１，４－ジオン酸、Ｎ，Ｎ
－テレフタロイルジ（６－アミノペルカプロン酸）のような脂肪族およびアリール脂肪族
（araliphatic）ペルオキシジカルボン酸である。
【００７３】
　漂白活性化剤
　典型的に漂白活性化剤は、６０℃以下の温度における洗浄の過程での漂白作用を増強す
る有機過酸前駆体である。本明細書にて使用するのに適した漂白活性化剤としては、過加
水分解条件下において、好ましくは１～１０個の炭素原子、特に２～４個の炭素原子を有
する脂肪族ペルオキシカルボン酸、および／または所望により置換された過安息香酸を与
える化合物が挙げられる。好適な物質は、指定される炭素原子の数のＯ－アシル基および
／またはＮ－アシル基、並びに／若しくは所望により置換ベンゾイル基を持つ。好ましい
ものとしては、ポリアシル化アルキレンジアミン、特にテトラアセチルエチレンジアミン
（ＴＡＥＤ）、アシル化トリアジン誘導体、特に１，５－ジアセチル－２，４－ジオキソ
ヘキサヒドロ－１，３，５－トリアジン（ＤＡＤＨＴ）、アシル化グリコールウリル、特
にテトラアセチルグリコールウリル（ＴＡＧＵ）、Ｎ－アシルイミド、特にＮ－ノナノイ
ルスクシンイミド（ＮＯＳＩ）、アシル化フェノールスルホネート、特にｎ－ノナノイル
－またはイソノナノイルオキシベンゼンスルホネート（ｎ－またはイソ－ＮＯＢＳ）、カ
ルボン酸無水物、特に無水フタル酸、アシル化多価アルコール、特にトリアセチン、二酢
酸エチレングリコールおよび２，５－ジアセトキシ－２，５－ジヒドロフラン、並びにト
リエチルアセチルシトレート（ＴＥＡＣ）が挙げられる。
【００７４】
　漂白触媒
　本明細書において用いるのに好ましい漂白触媒としては、トリアザシクロノナンマンガ
ンおよび関連錯体（米国特許第４２４６６１２号、米国特許第５２２７０８４号）；ビス
ピリジルアミンコバルト、ビスピリジルアミン銅、ビスピリジルアミンマンガン、ビスピ
リジルアミン鉄、および関連錯体（米国特許第５１１４６１１号）；並びにペンタミンア
セテートコバルト（ＩＩＩ）および関連錯体（米国特許第４８１０４１０号）が挙げられ
る。本明細書にて使用するのに適した漂白剤触媒の完全な記載は、ＰＣＴ国際公開特許Ｗ
Ｏ９９／０６５２１、３４頁２６行～４０頁１６行に見ることができる。
【００７５】
　界面活性剤
　本明細書において好適な界面活性剤としては、アルキル、アルケニル、またはアシル部
分がＣ５～Ｃ２０、好ましくはＣ１０～Ｃ１８の直鎖または分枝鎖である、アルキルサル
フェート、アルキルエーテルサルフェート、アルキルベンゼンスルホネート、アルキルグ
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リセリルスルホネート、アルキルおよびアルケニルスルホネート、アルキルエトキシカル
ボキシレート、Ｎ－アシルサルコシネート、Ｎ－アシルタウレート、並びにアルキルサク
シネートおよびスルホサクシネートのようなアニオン性界面活性剤；クロリンエステル（
米国特許第４２２８０４２号、米国特許第４２３９６６０号、および米国特許第４２６０
５２９号）、およびモノＣ６～Ｃ１６Ｎ－アルキルまたはアルケニルアンモニウム界面活
性剤であって、残りのＮ位がメチル基、ヒドロキシエチル基、またはヒドロキシプロピル
基で置換されているもののようなカチオン性界面活性剤；非イオン性アルコキシル化界面
活性剤（特に、Ｃ６～Ｃ１８の第一級アルコールから誘導されるエトキシレート）、エト
キシル化－プロポキシル化アルコール（例えば、ＢＡＳＦポリ－タージェント（Poly-Ter
gent）（登録商標）ＳＬＦ１８）、エポキシ末端処理されたポリ（オキシアルキル化）ア
ルコール（例えば、ＢＡＳＦポリ－タージェント（登録商標）ＳＬＦ１８Ｂ、ＰＣＴ国際
公開特許ＷＯ９４／２２８００参照）、エーテル末端処理されたポリ（オキシアルキル化
）アルコール界面活性剤、並びにミシガン州ワイアンドットのＢＡＳＦ－ワイアンドット
社（BASF-Wyandotte Corp.,Wyandotte,Michigan）によるプルロニック（Pluronic）（登
録商標）、リバースド・プルロニック（Reversed Pluronic）（登録商標）およびテトロ
ニック（Tetronic）（登録商標）などのブロックポリオキシエチレン－ポリオキシプロピ
レン高分子化合物を包含する、低曇点および高曇点の非イオン性界面活性剤およびこれら
の混合物；Ｃ１２～Ｃ２０アルキルアミンオキシド（本明細書で使用するのに好ましいア
ミンオキシドには、Ｃ１２ラウリルジメチルアミンオキシド、Ｃ１４およびＣ１６ヘキサ
デシルジメチルアミンオキシドが挙げられる）、およびミラノール（Miranol）（商標）
Ｃ２Ｍなどのアルキル両性カルボン酸界面活性剤などの両性界面活性剤；並びに
ベタインおよびスルタインなどの双極性界面活性剤；並びにこれらの混合物が挙げられる
。本明細書において好適な界面活性剤は、例えば、米国特許第３，９２９，６７８号、米
国特許第４，２５９，２１７号、ＥＰ－Ａ－０４１４５４９、ＰＣＴ国際公開特許ＷＯ９
３／０８８７６、およびＰＣＴ国際公開特許ＷＯ９３／０８８７４に開示されている。食
器洗浄洗浄製品において使用するのに好ましい界面活性剤は、低発泡性であり、低曇点非
イオン性界面活性剤、およびより高発泡性界面活性剤と（この場合、泡抑制剤として働く
）低曇点非イオン性界面活性剤との混合物を包含する。
【００７６】
　ビルダー
　本明細書の洗浄組成物に用いるのに好適なビルダーとしては、クエン酸塩、炭酸塩およ
びポリリン酸塩のような水溶性ビルダー、例えば、トリポリリン酸ナトリウムおよびトリ
ポリリン酸ナトリウム６水和物、トリポリリン酸カリウムおよびトリポリリン酸ナトリウ
ムとカリウムとの混合塩；並びに結晶性層状ケイ酸塩（ＥＰ－Ａ－０１６４５１４および
ＥＰ－Ａ－０２９３６４０）、およびゼオライトＡ、Ｂ、Ｐ、Ｘ、ＨＳおよびＭＡＰを包
含するアルミノケイ酸塩のような部分的水溶性または不溶性ビルダーが挙げられる。
【００７７】
　長期保存安定性の観点から、非常に好ましいのは、約２２％未満、好ましくは約１５％
未満の全ケイ酸塩（非晶性および結晶性）を含有する組成物であるが、ＳｉＯ２対Ｎａ２

Ｏの比が１．８～３．０、好ましくは１．８～２．４、最も好ましくは２．０である非晶
性ケイ酸ナトリウムもまた、本明細書において使用することができる。
【００７８】
　酵素
　本明細書において好適な酵素としては、ケアザイム（Carezyme）およびセルザイム（Ce
lluzyme）（ノボ・ノルディック（Novo Nordisk）Ａ／Ｓ）のような細菌性および菌性の
セルラーゼ；ペルオキシダーゼ；アマノ－Ｐ（Amano-P）（天野製薬社（Amano Pharmaceu
tical Co.））、Ｍ１リパーゼ（登録商標）およびリポマックス（Lipomax）（登録商標）
（ジスト－ブロカード（Gist-Brocades））およびリポラーゼ（Lipolase）（登録商標）
およびリポラーゼ・ウルトラ（Lipolase Ultra）（登録商標）（ノボ（Novo））のような
リパーゼ；クチナーゼ；エスペラーゼ（Esperase）（登録商標）、アルカラーゼ（Alcala
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se）（登録商標）、デュラジム（Durazym）（登録商標）およびサビナーゼ（Savinase）
（登録商標）（ノボ（Novo））およびマキサターゼ（Maxatase）（登録商標）、マキサカ
ール（Maxacal）（登録商標）、プロペラーゼ（Properase）（登録商標）およびマキサペ
ム（Maxapem）（登録商標）（ジスト－ブロカード（Gist-Brocades））のようなプロテア
ーゼ；ピュラフェクト（Purafect）Ｏｘ　Ａｍ（登録商標）（ジェネンコア（Genencor）
）およびターマミル（Termamyl）（登録商標）、バン（Ban）（登録商標）、フンガミル
（Fungamyl）（登録商標）、デュラミル（Duramyl）（登録商標）、およびナタラーゼ（N
atalase）（登録商標）（ノボ（Novo））のようなα－およびβ－アミラーゼ；ペクチナ
ーゼ；並びにこれらの混合物が挙げられる。本明細書において酵素は、典型的に純酵素で
洗浄組成物の約０．０００１重量％～約２重量％の範囲の量で、小球（prills）、顆粒（
granulates）、または共顆粒（cogranulates）として添加されることが好ましい。
【００７９】
　低曇点非イオン性界面活性剤および石鹸泡抑制剤
　本明細書で用いるのに好適な泡抑制剤としては、低曇点を有する非イオン性界面活性剤
が挙げられる。本明細書で使用するとき、「曇点」とは、温度が増加するにつれて溶解性
が低下する界面活性剤で生じる、非イオン性界面活性剤の周知の特性であり、第二相の出
現が観察できる温度を「曇点」と呼ぶ（カーク・オスマー（Kirk Othmer）、３６０～３
６２頁参照）。本明細書で使用するとき、「低曇点」非イオン性界面活性剤とは、３０℃
未満、好ましくは約２０℃未満、さらに好ましくは約１０℃未満、最も好ましくは約７．
５℃未満の曇点を有する非イオン性界面活性剤系成分として定義される。典型的な低曇点
非イオン性界面活性剤としては、非イオン性アルコキシル化界面活性剤、特に第一級アル
コールから誘導されるエトキシレート、およびポリオキシプロピレン／ポリオキシエチレ
ン／ポリオキシプロピレン（ＰＯ／ＥＯ／ＰＯ）リバースブロックポリマー（reverse bl
ock polymer）が挙げられる。また、このような低曇点の非イオン性界面活性剤としては
、例えば、エトキシル化－プロポキシル化アルコール（例えば、ＢＡＳＦのポリ・タージ
ェント（Poly-Tergent）（登録商標）ＳＬＦ１８）およびエポキシ末端処理されたポリ（
オキシアルキル化）アルコール（例えば、米国特許第５，５７６，２８１号に記載のよう
な非イオン性のＢＡＳＦポリ・タージェント（Poly-Tergent）（登録商標）ＳＬＦ１８Ｂ
シリーズ）も挙げられる。
【００８０】
　好ましい低曇点界面活性剤は、次式を有するエーテル末端処理されたポリ（オキシアル
キル化）泡抑制剤である：
【化１】

　［式中、Ｒ１は平均約７～約１２個の炭素原子を有する直鎖アルキル炭化水素であり、
Ｒ２は約１～約４個の炭素原子の直鎖アルキル炭化水素であり、Ｒ３は約１～約４個の炭
素原子の直鎖アルキル炭化水素であり、ｘは約１～約６の整数であり、ｙは約４～約１５
の整数であり、ｚは約４～約２５の整数である。］
　他の低曇点非イオン性界面活性剤は、次式を有するエーテル末端処理されたポリ（オキ
シアルキル化）である：
　ＲＩＯ（ＲＩＩＯ）ｎＣＨ（ＣＨ３）ＯＲＩＩＩ

　式中、ＲＩは約７～約１２個の炭素原子を有する直鎖または分枝鎖、飽和または不飽和
、置換または非置換、脂肪族または芳香族の炭化水素ラジカルから成る群から選択され；
ＲＩＩは同じあっても異なってもよく、およびいずれかの所与の分子において分枝鎖また
は直鎖Ｃ２～Ｃ７アルキレンから成る群から独立して選択され、ｎは１～約３０の数であ
り；およびＲＩＩＩは次のものから成る群から選択される：
　　（ｉ）１～３個のヘテロ原子を含有する４～８員環の置換または非置換複素環、およ
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び
　　（ｉｉ）約１～約３０個の炭素原子を有する直鎖または分枝鎖、飽和または不飽和、
置換または非置換、環式または非環式、脂肪族または芳香族の炭化水素ラジカル；
　　（ｂ）ただし、Ｒ２が（ｉｉ）の場合、（Ａ）Ｒ１の内の少なくとも１つが、Ｃ２～
Ｃ３アルキレン以外のものであるか、または（Ｂ）Ｒ２が６～３０個の炭素原子を有する
ことを条件とし、更にＲ２が８～１８個の炭素原子を有する場合、ＲはＣ１～Ｃ５アルキ
ル以外のものであることを条件とする。
【００８１】
　本明細書において他の好適な構成要素としては、分散、再析出防止、汚れ放出または他
の洗浄特性を有する有機ポリマーが挙げられる。本明細書に好ましい再析出防止ポリマー
には、アクリル酸含有ポリマー、例えば、ソカラン（Sokalan）ＰＡ３０、ＰＡ２０、Ｐ
Ａ１５、ＰＡ１０、およびソカランＣＰ１０（ＢＡＳＦ社）、アクゾル（Acusol）４５Ｎ
、４８０Ｎ、４６０Ｎ（ローム・アンド・ハース（Rohm and Haas））、アクリル酸／マ
レイン酸コポリマー、例えばソカランＣＰ５、並びにアクリル／メタクリルコポリマーが
挙げられる。本明細書に好ましい汚れ放出ポリマーとしては、アルキルおよびヒドロキシ
アルキルセルロース（米国特許第４，０００，０９３号）、ポリオキシエチレン、ポリオ
キシプロピレンおよびこれらのコポリマー、並びにエチレングリコール、プロピレングリ
コールおよびこれらの混合物のテレフタレートエステルをベースとする、非イオン性およ
びアニオン性ポリマーが挙げられる。
【００８２】
　また重金属イオン封鎖剤および結晶形成阻害剤、例えば、塩および遊離酸形態のジエチ
レントリアミンペンタ（メチレンホスホネート）、エチレンジアミンテトラ（メチレンホ
スホネート）ヘキサメチレンジアミンテトラ（メチレンホスホネート）、エチレンジホス
ホネート、ヒドロキシエチレン－１，１－ジホスホネート、ニトリロトリアセテート、エ
チレンジアミノテトラアセテート、エチレンジアミン－Ｎ，Ｎ’－ジサクシネートもまた
、本明細書での使用に適している。
【００８３】
　本明細書における基材および洗浄組成物は、有機銀コーティング剤（特に、ウィンター
シャル（Wintershall）（ドイツ、ザルツブルゲン（Salzbergen））から販売されるウィ
ノグ（Winog）７０のようなパラフィン）、窒素含有腐食防止剤化合物（例えばベンゾト
リアゾールおよびベンズイミダゾール、英国特許出願ＧＢ－Ａ－１１３７７４１参照）、
並びにＭｎ（ＩＩ）化合物、特に有機配位子のＭｎ（ＩＩ）塩のような腐食防止剤を含有
することができる。
【００８４】
　本明細書における他の好適な構成要素としては、カルシウムイオン、ホウ酸、プロピレ
ングリコール、および塩素漂白剤スカベンジャーのような酵素安定剤、石灰石鹸分散剤（
ＰＣＴ国際公開特許ＷＯ９３／０８８７７参照）、泡抑制剤（ＰＣＴ国際公開特許ＷＯ９
３／０８８７６および欧州特許出願ＥＰ－Ａ－０７０５３２４参照）、高分子転染阻害剤
、蛍光増白剤、香料、充填剤、並びに粘土が挙げられる。
【００８５】
　本発明の洗浄製品は、粉末、液体、またはゲルの形態、あるいは、錠剤、特にパウチ、
カプセルおよびサッシェを包含する１回用量形態であることができる。
【００８６】
　溶解度変性剤
　溶解度変性剤は、例えば、一定の、温度、ｐＨ、イオン強度、ｐＫａ、酸化還元電位、
酵素濃度等を下回ってまたは上回って溶解を促進するか、または妨げることによって、水
溶性フィルムの溶解度を変更する。また溶解度変性剤は、機能化基材からの機能性材料の
制御放出を得ることも助成する。
【００８７】
　好適な溶解度変性剤は、選択されたアセチル化度を有するアミノ－アセチル化多糖類、
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好ましくはキトサンである。キトサンの溶解度は、ｐＨ依存であり、この特性を使用する
ことにより、機能化基材の溶解は、確定されたｐＨに制限され得る。
【００８８】
　他の好適な溶解度変性剤としては、ＰＣＴ国際公開特許ＷＯ０３／６８８５２に記載さ
れたポリマーが挙げられ、これはｐＨ、塩濃度、界面活性剤の濃度、または両者の組み合
わせの変化により、水への溶解度が誘発される可能性がある。ポリマーは、固定酸により
中和されたプロトン化アミン機能を２～６０モル％含有するコポリマーまたはターポリマ
ーである。またＰＣＴ国際公開特許ＷＯ０２／２６９２８は、特に食器洗浄および洗濯に
おける制御放出の目的のために使用できる好適な複合ポリマーを記載している。
【００８９】
　所与のｐＨ範囲において可溶性であるさらなる好適な溶解度変性剤は、メタクリル酸コ
ポリマー、スチレンヒドロキシスチレンコポリマー、アクリレートコポリマー、ポリエチ
レングリコールポリビニルアセテート、ジエチルフタレート、ジオクチルナトリウムスル
ホサクシネート（sulfocuccinate）、ポリ－ｄｌ－ラクチド－コ－グリコリド（ＰＬＧ）
、ビニルピリジン／スチレンコポリマー、キトサン／乳酸、キトサン／ポリビニルアルコ
ールに基づき、デグサ・ローム・ファーマ（Degussa Rhom Pharma）から商標名オイドラ
ギット（Eudragit）として、イーストマン（Eastman）から商標名イーストアクリル（Eas
tacryl）として、マクロメディ社（MacroMed Inc.）から商標名ＳＱＺゲル（SQZgel）と
して市販されている。
【００９０】
　また、特定の化学環境において可溶性の溶解度変性剤も、市販されている。例えば、腐
食性可溶性バリア剤は、アルコア（Alcoa）から商標名ヒドラコート５（Hydra-Coat-5）
として市販されている。水分散性バリア剤は、グリコール酸ナトリウムデンプン、ポリプ
ラスドン（polyplasdone）に基づき、ＦＭＣ社（FMC Corporation）から商標名Ａｃ－ｄ
ｉ－ゾルとして、エドワード・メンデル社（Edward Mendell Corporation）から商標名エ
クスプロタブ（Explotab）として、ＩＳＰから商標名クロスポビドン（Crospovidone）と
して市販されている。
【００９１】
　バリア剤
　バリア剤は、特に高湿度環境における保存安定性、および／または手触りの感触を改善
することを助けることができる。好適なバリア剤としては、ゼオライト、ベントナイト、
タルク、雲母、カオリン、シリカ、シリコーン、デンプン、およびシクロデキストリンが
挙げられる。ポリマー、特にセルロース性材料も、バリア剤として好適である。
【００９２】
　他の好適なバリア剤としては、ニス、セラック、ラッカー、ポリオレフィン、パラフィ
ン、ワックス、ポリアクリレート、ポリウレタン、ポリビニルアルコール、ポリビニルア
セテート、またはこれらの組み合わせが挙げられる。好適な水溶性バリア剤の１つの非限
定例は、サンケミカル社（Sun Chemical Corporation）（ノースカロライナ州シャーロッ
ト（Charlotte））から市販されているＯＰＶ（オーバー・プリント・バーニッシュ（Ove
r Print Varnish））であり、ＴＶ９６－６９６３ウォーター・フレキソ・フィルム・バ
ーニッシュ（water flexo film varnish）として販売されている。
【００９３】
　光により分解する成分を保護するために、ＵＶ吸収剤が使用されてもよい。使用しても
よいＵＶ吸収剤の好ましい族は、ベンゾフェノン、サリシクレート（salicyclates）、ベ
ンゾトリアゾール、ヒンダードアミン、およびアルコキシ（例えば、メトキシ）シンナメ
ート並びにこれらの混合物である。この用途のために特に有用な水溶性ＵＶ吸収剤として
は、以下のものが挙げられる：フェニルベンゾイミダゾールスルホン酸（ハーマン・アン
ド・レイマー社（Haarmann and Reimer Corp.）から、ネオ・ヘリオパン（Neo Heliopan
）、ヒドロ型（Type Hydro）として販売）、２－ヒドロキシ－４－メトキシベンゾフェノ
ン－５－スルホン酸（ローヌ・プーラン（Rhone-Poulenc）からシンターゼ（Syntase）２
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３０として、ＢＡＳＦ社（BASF Corp.）からユビヌル（Uvinul）ＭＳ－４０として販売）
、ナトリウム２，２’－ジヒドロキシ－４，４’－ジメトキシ－５－スルホベンゾフェノ
ン（ＢＡＳＦ社からユビヌル（Uvinul）ＤＳ－４９として販売）、およびＰＥＧ－２５パ
ラアミノ安息香酸（ＢＡＳＦ社からユビヌルＰ－２５として販売）。使用されてもよい他
のＵＶ吸収剤は、（菓子製造出版社（the Manufacturing Confectioner Publishing Comp
any））（１９９７）より出版された、マッカチャン（McCutcheon）の第２巻、機能性材
料、北アメリカ版において定義される。
【００９４】
　欧州特許ＥＰ１，１４１，２０７号によれば、蛍光染料は、光保護剤として作用するこ
ともできる。使用してもよい蛍光染料の好ましい部類としては、スチルベン；クマリンお
よびカルボスチリル化合物；１，３－ジフェニル－２－ピラゾリン；ナフタルイミド；エ
チレン、フェニルエチレン、スチルベン、チオフェンのベンザジル置換製品；および組み
合わされた複素環式芳香族、並びにこれらの混合物が挙げられる。また、使用されてもよ
い特に好ましい蛍光染料は、米国特許第２，７８４，２２０号および米国特許第２，６１
２，５１０号に教示されるようなジアミノスチルベン誘導体のスルホン酸塩でもある。同
様に米国特許第５，０８２，５７８号に教示されるような高分子蛍光増白剤も、本明細書
にて使用するのに適している。使用してもよい他の染料は、ＵＶ吸収剤に関連して上記さ
れるように、マカッチャン（McCutcheon）の２巻、機能性材料、北アメリカ版において定
義される。
【００９５】
　この用途に特に有用な蛍光染料としては、以下のものが挙げられる：チバ・ガイギー社
（Ciba Geigy Corp.）からのチノパール（Tinopal）ＣＢＳ－Ｘのようなジスチリルビフ
ェニル型、チバ・ガイギー社からのチノパールＡＭＳ、ＤＭＳ、５ＢＭ、およびＵＮＰＡ
、並びにモベイ（Mobay）からのブランクオフォー（Blankophor）ＤＭＬのような塩化シ
アヌル／ジアミノスチルベン型。
【００９６】
　機能化基材
　前述したように、本発明の基材は、多数の用途を有する。食用フィルムは、ビタミン、
ミネラル、フレーバー、食用染料等でコーティングされ得る。好ましい手法は、それぞれ
異なる色の、異なるフレーバーでコーティングされた複数のフィルムであり、複数のフィ
ルムは、共に封じられ、異なるフィルムの溶解により、フレーバーの範囲での有する経験
（experience）をユーザーに与える。他の例は、可溶性インスタントコーヒー１杯分を包
装するために便利に用いられる食用可溶性フィルム上に印刷されたフレーバー、コーヒー
クリーマー、甘味剤、糖である。
【００９７】
　別の好ましい手法は、機能化基材の切断片を練り歯磨き製品に添加することである。抗
菌、息臭制御、漂白等の機能性材料を、組み込むことができ、また必要であれば、気持ち
のいい審美性（機能化基材の切断片は、有色、蛍光性、光輝性（sparkle）等であること
ができる）を提供し、練り歯磨きの使用および溶解に際し、放出することができる。
【００９８】
　また本発明の基材は、洗浄製品において多数の用途を有する。これらは、ワイパーのよ
うな従来の基材に組み込まれ、ワイパーが水と相互作用するやいなや、機能性材料を放出
することができる。また、これらは、パーソナルケアにおいて用途を有する。これらは、
おむつ内に、顔用および体用ワイパー等を組み込むことができる。パーソナルケア分野に
おいて特に好適なのは、機能性材料として湿潤剤を有する基材である。
【００９９】
　硬質表面の食器洗浄および洗濯製品において、機能化基材は、機能性材料を互いに分離
でき、並びに機能性材料の放出を制御できる。機能化基材は、複数個の機能性材料を含む
層または複数の層、または異なる機能性材料を含む別個の領域に、１超過の機能性材料を
含むことができる。あるいは、複数個の機能性材料を提供するために、２つ以上の機能性
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基材を共に積み重ねることができる。好ましい手法としては、粒子状漂白剤または漂白剤
触媒の場合であり得るとき、機能性材料が、小さい粒径（すなわち、重量平均直径約２０
０μｍ未満、好ましくは１００μｍ未満、さらにより好ましくは５０μｍ未満を有する粒
子）を有する固体である、機能化基材が挙げられる。時には、溶解時間を短縮するおよび
／または材料の活性を増進するために、小さい粒径材料の使用が好ましい。小さい大きさ
の粒子材料は、粉末組成物または取り扱い間に微紛化する（dusting）場合、凝離を引き
起こして処理するのが難しいことがあり得る。これらの問題は、例えば印刷により水溶性
フィルム上へ小さい粒径の材料を、コーティングすることにより克服される。さらなる水
溶性フィルムを添加することによりコーティングを保護し、その結果小さい粒径材料を「
サンドウィッチ」構造に有することができる。あるいは、コーティングは、バリア剤を用
いて保護され得る。
【０１００】
　別の好ましい手法としては、フィルムを漂白剤および漂白活性化剤のような同時に機能
する２つ以上の材料でコーティングすることが挙げられる。２つの材料は、保存間の相互
作用を避けるために、フィルムの分離した別個の領域に置かれることが好ましい。異なる
材料の存在をユーザーに示すために、各材料は、染料または顔料にて着色され得る。
【０１０１】
　本発明の機能化基材は、不相溶の材料を分離するために特に好適であり、例えば、フィ
ルムを、漂白剤でコーティングすることができ、酵素でコーティングされた第二フィルム
を、第一フィルムに重ねて置くことができ、漂白剤と酵素との間の相互作用を回避する。
初めに酵素が水性環境へと放出され得る。さらに、漂白剤を含むコーティングは、漂白剤
の放出を遅延するために、溶解度変性剤を含むことができ、その結果、酵素が、最適な条
件下、すなわち漂白剤が存在しない条件下において、酵素活性を遂行することができる。
他方では、漂白剤は、ある汚れが酵素により放出された基材上で作用するであろうし、漂
白剤は、残りの汚れを処理するために使用されるであろう。
【０１０２】
　機能化基材は、それに関連する香気および／またはフレーバーを有して着色される、す
なわち、ストロベリー香気／フレーバーを有するピンクフィルム、マンダリン香気／フレ
ーバーを有するオレンジフィルム等であることができる。
【０１０３】
　１回用量形態の洗浄製品
　本発明の好ましい実施形態では、組成物は、１回用量洗浄製品の形態である。それは、
単区画または多区画１回用量製品、好ましくは、真空または熱成形多区画水溶性パウチで
あることができ、区画の１つは、好ましくは固体粉末組成物を含有する。１回用量手法の
ための好ましい製造方法が、ＰＣＴ国際公開特許ＷＯ０２／４２４０８に記載されている
。
【０１０４】
　単区画パウチは、最初のフィルム片を型に入れて、真空手段によってフィルムを延伸し
てポケットを形成し、形成されたポケットにゲスト－ホスト複合体（guest-host complex
）を包含する洗剤または漂白剤を充填し、形成されたポケットにもう一方のフィルム片を
配置して封じることにより作製できる。
【０１０５】
　粉末および液体組成物を含む多区画パウチは、最初のフィルム片を型に入れて、真空手
段によってフィルムを延伸してポケットを形成し、そのフィルムをピンで留め、粉末組成
物を投入して詰め、二番目のフィルム片を最初のポケット上に被せて新しいポケットを形
成し、この新しいポケットに液体組成物を充填し、一枚のフィルム片をこの液体を充填し
たポケット上に被せて、３枚のフィルムを合わせて封じて二重区画のパウチを形成するこ
とによって作製できる。
【実施例】
【０１０６】
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　実施例で使用する略語
　実施例では、省略された構成要素の識別表示は、次の意味を有する。
【表１】

【０１０７】
　実施例１
　４２％の過酸化ベンゾイル（ＡＢＣＯ工業（ABCO Industries）から供給されるオキシ
ケア（Oxycare）４２）を含む水溶液を、モノゾル（Monosol）ＬＬＣ（インディアナ州ゲ
ーリー（Gary））から供給されるＭ８６３０（商標）０．０８ｍｍ（３．０ミル）（坪量
１００ｇ／平方ｍ）の水溶性ＰＶＡフィルム上に印刷する。溶液を、幅２８ｃｍであり、
６つのステイションを有し、温風乾燥が可能な、狭いウェブコムコ（Comco）フレキソ印
刷プレス（オハイオ州ミルフォード（Milford）のマーク・アンディ（Mark Andy）から市
販されている）を経由して、フィルム上に印刷した。セラミックコーティングされた（Ha
rper Corpから供給）アニロックスロールを使用した。ファンテンロール（水溶液をパン
から採取し、それをアニロックスロールへ移動する）は、ミッドアメリカンラバー（Mid 
American Rubber）（ミシガン州スリーリバース（Three Rivers））から供給される。フ
ォトポリマー印刷プレートは、デュポン（Du Pont）（サイレル・ブランド（Cyrel brand
））から供給される。印刷は、６つのステイションの３つにおいて行なわれた。３つの連
続したステイションは、それぞれ２３．６ラインズ・パー・センチメートル／４０ｂｃｍ
（６０ｌｐｉ（ラインズ・パー・インチ）／４０ｂｃｍ（ビリオン・キュービック・ミク
ロン））、１１．８ラインズ・パー・センチメートル／１００ｂｃｍ（３０ｌｐｉ／１０
０ｂｃｍ）、および１１．８ラインズ・パー・センチメートル／１００ｂｃｍ（３０ｌｐ
ｉ／１００ｂｃｍ）アニロックスロールを使用し、印刷されたフィルム表面上に対流する
温風を吹きかけて水を除去することにより、ステイション間で乾燥された。コーティング
は、８５ｇ／ｍ２の量であり、積載は、非コーティングフィルムの８５重量％である。
【０１０８】
　実施例２
　実施例１に記載された印刷方法を使用するが、第三印刷ステイション後の乾燥工程を除
去し、湿った印刷フィルム上に、第二のＭ８６３０（商標）フィルムを置き、積層体を作
る。
【０１０９】
　実施例３
　実施例２に従って得られた積層体に、白色インク（環境インク・アンド・コーティング
（Environmental Inks and Coatings）、（ノースカロライナ州モーガントン（Morgaton
））により製造されるアクア（Aqua）ＨＳＸ０５７００）を使用して図形を印刷する。
【０１１０】
　実施例４
　実施例２に従って得られた積層体に、示温インク：ＣＴＩ（コロラド州、コロラドスプ
リングス（Colorado Springs））から市販されているダイナカラー（Dynacolor）を使用
して、温度により色が変化する図形を印刷する。
【０１１１】
　実施例５
　実施例２で得られた積層体を２．６×２．６ｍｍおよび２×１０ｍｍの切片に切断し、
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粉末形態の食器洗浄洗剤組成物に添加する。
【表２】

【０１１２】
　実施例６
　実施例１に記載されたような印刷方法を使用するが、代わりにモノゾル（Monosol）Ｌ
ＬＣ（インディアナ州ガーリー（Gary））から供給される０．０４ｍｍ（１．５ミル）（
５０ｇ／平方メートル坪量）の水溶性フィルムを使用し、水溶液は、溶液の２．５重量％
のＰＶＡを含有する。２つの印刷ステイションを使用し、それぞれ２３．６ラインズ・パ
ー・センチメートル／４０ｂｃｍ（６０ｌｐｉ／４０ｂｍ）および１１．８ラインズ・パ
ー・センチメートル／１００ｂｃｍ（３０ｌｐｉ／１００ｂｃｍ）アニロックスロールを
採用する。過酸化ベンゾイルの最終濃度は、６３ｇ／平方メートルおよび可溶性フィルム
の１２６重量％である。
【０１１３】
　実施例７
　実施例１に記載されたような印刷方法を使用するが、代わりにモノゾル（Monosol）Ｌ
ＬＣ（インディアナ州ガーリー（Gary））から供給される０．０５ｍｍ（２．０ミル）（
６７ｇ／平方メートル坪量）水溶性フィルムを使用する。４つの印刷ステイションを使用
し、それぞれ２３．６ラインズ・パー・センチメートル／４０ｂｃｍ（６０ｌｐｉ／４０
ｂｍ）、１１．８ラインズ・パー・センチメートル／１００ｂｃｍ（３０ｌｐｉ／１００
ｂｃｍ）、１１．８ラインズ・パー・センチメートル／１００ｂｃｍ（３０ｌｐｉ／１０
０ｂｃｍ）、および１１．８ラインズ・パー・センチメートル／１００ｂｃｍ（３０ｌｐ
ｉ／１００ｂｃｍ）アニロックス（anilox）ロールを採用する。過酸化ベンゾイルの最終
濃度は、７０ｇ／平方メートルおよび可溶性フィルムの１０４重量％である。
【０１１４】
　実施例８
　実施例７に記載されたような印刷方法を使用するが、サンケミカル社（Sun Chemical C
orporation）（ノースカロライナ州シャーロット（Charlotte））から供給されるＴＶ９
６－６９６３として販売されているフレキソ（flexo）ＯＰＶ（Over Print Varnish）水
溶性材料を第四の印刷ステイションにおいて代わりに印刷し、過酸化ベンゾイルを外的水
分から保護する。過酸化ベンゾイルの最終濃度は、５０ｇ／平方メートルおよび可溶性フ
ィルムの７５重量％である。
【０１１５】
　実施例９
　実施例６に記載の方法を繰り返すが、この場合、水溶液は、溶液の４重量％の硫酸ナト
リウムを含む。２つの印刷ステイションのみを使用し、それぞれ２３．６ラインズ・パー
・センチメートル／４０ｂｃｍ（６０ｌｐｉ／４０ｂｍ）、および１１．８ラインズ・パ
ー・センチメートル／１００ｂｃｍ（３０ｌｐｉ／１００ｂｃｍ）アニロックスロールを
採用する。過酸化ベンゾイルの最終濃度は、５０ｇ／平方メートルおよび可溶性フィルム
の１００重量％である。
【０１１６】
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　実施例１０
　０．０５ｍｍ（２ミル）ＰＶＡフィルム、および商標名ＬＰ－４０－ＳＡＱとしてデグ
サ（Degussa）から供給されるＣ１２－ＤＡＰ（過酸化ジラウロイル）を４０％含む水溶
液を使用すること以外は、実施例６と同じ。過酸化ジラウロイルの最終濃度は、４８ｇ／
平方メートルおよび可溶性フィルムの７２重量％である。
【０１１７】
　実施例１１
　溶液の５０重量％のコーヒー固体を含む水溶液を、実施例１の印刷装置を使用して０．
０４ｍｍ（１．５ミル）ＰＶＡフィルム上に印刷する。２つの印刷ステイションを使用し
、それぞれ２３．６ラインズ・パー・センチメートル／４０ｂｃｍ（６０ｌｐｉ／４０ｂ
ｍ）、および１１．８ラインズ・パー・センチメートル／１００ｂｃｍ（３０ｌｐｉ／１
００ｂｃｍ）アニロックスロールを採用する。コーヒーの最終濃度は、１８ｇ／平方メー
トルおよび可溶性フィルムの３６重量％である。
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